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リンドウ　（竜胆・・・根がとても苦いことから名がつけられたらしい）

雄性期の花（中央に雄しべが集まっている）→雌性期（柱頭の先が2つに割れ、雄しべは花弁側に）

アキアカネもやってきた

ゲンノショウコ(現の証拠） 神輿草（みこしぐさ）と言われる・・種子を飛ばした後の形から

（西日本では赤色が多い）

カラスウリの果実　　緑→黄色→赤に変化していく



カマツカの果実（果柄にイボ状の皮目） コバノガマズミ サネカズラ(ビナンカズラ）

ノブドウ イタドリ シシウド テンナンショウ

まだ咲いていた ヤクシソウ カワラナデシコ ヤマラッキョウ シイタケも出来ていた

春を待ちきれず ホトケノザ オオイヌノフグリ タチツボスミレ


